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第35回西高東京同窓会総会

西高書道部

あけてみよう！
心のタイムカプセルを

　旭川西高東京同窓会第 35 回総会は、17 年
ぶりに椿山荘にて開催の運びとなりました。
　９期、14 期、19 期、24 期、34 期の各人が実行委員会を組織し、

「あけてみよう！心のタイムカプセルを」メインテーマとして、
自らの若かりし頃を思い起こしつつ、これからの社会を担う後
輩たちの力になれる総会にしたいと、取り組んでまいりました。
　私が初めて総会に参加したのは、ちょうど 10 年前、40 歳の
時でした。その時にお世話になった先輩たちとのご縁で今の自
分があります。仕事での悩みや、普段、会社では相談できない
ような事も諸先輩方から戴く貴重なアドバイスで乗り切ってき
たことも事実です。北海道に一度戻らされ、また東京に復帰で
きたのも、東京で歓迎してくれる先輩方がおられたからです。
このように、先輩方との触れ合いが、これからの人生の糧にな
ることを、若い後輩諸君に伝えていければ、と思っています。
神田川のほとり、遅咲きの桜匂う庭園を眺めつつ、さあ、それ
ぞれの心のタイムカプセルを開けて見ることと致しましょう！
皆様のご参加を、実行委員一同心からお待ちしております。

総 会 概 要
平成29年４月８日㈯

　　受　　付：12：00～
　　開宴時間：13：00～15：00

会　　場：ホテル椿山荘東京
 プラザ棟５階  オリオン
 東京都文京区関口２－10－８

アクセス：　 地下鉄有楽町線
 　　「江戸川橋駅」徒歩約10分
 　 バス JR目白駅から「椿山荘行き」or
 　　「新宿西口行き椿山荘前下車」
会　　費：一般会員 8,000円
 40歳代 5,000円
 20－30歳代 2,000円
 現役学生 無　料
 ＊年会費として別途1,000円徴収

招待恩師：高橋昌久先生（保健・体育）
 今　　裕先生（社会）

ごあいさつ
　第35回旭川西高東京同窓会実行委員長

湯川　寛志（34期）
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旭
川
西
高
東
京
同
窓
会
会
長

荒
川　
　

繁

皆
さ
ん
お
元
気

で
す
か
？　

毎
度

の
こ
と
で
す
が
、

１
年
は
早
い
で
す

ね
。
年
を
重
ね
る
ほ
ど
時
の
経
つ
の
は
ど

ん
ど
ん
早
く
な
る
そ
う
で
す
。
嫌
で
す
ね

…
。
先
日
、
旭
川
へ
行
き
西
高
校
長
室
に

初
め
て
入
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か
金
縛
り
状

態
で
す
。
現
役
の
こ
ろ
校
長
室
に
入
る
と

き
は
お
目
玉
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
体
が

思
い
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

し
か
し

今
回
は
今
井
校
長
よ
り
、
東
京
同
窓
会
の

皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す

と
の
、
熱
い
お
言
葉
を
頂
き
、
初
め
て
、

校
長
室
で
お
目
玉
を
も
ら
わ
ず
に
済
み
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
総
会
で
の
、
リ
ン

ケ
ー
ジ
ア
ワ
ー
ド
を
は
じ
め
と
し
た
サ

ポ
ー
ト
と
、
11
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
、

第
４
回
鈴
蘭
塾
の
件
で
大
変
感
謝
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
鈴
蘭
塾
は
、
12
期

の
吉
澤
靖
之
さ
ん
（
東
京
医
科
歯
科
大
学

長
）
の
講
演
で
、
生
徒
た
ち
に
大
変
役
立

つ
お
話
で
し
た
と
コ
メ
ン
ト
も
頂
き
ま
し

た
。
是
非
継
続
し
て
頂
き
た
い
と
の
ご
依

頼
と
、
次
期
校
長
先
生
へ
の
引
継
は
必
ず

果
た
し
ま
す
と
の
お
約
束
も
頂
き
ま
し

た
。
現
場
と
東
京
同
窓
会
が
コ
ラ
ボ
し
続

け
る
こ
と
が
、今
は
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

元
気
な
皆
さ
ん
と
総
会
で
御
会
い
出
来

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

旭
川
西
高
校
校
長
　

今
井　
　

悟

旭
川
西
高
東
京

同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら

何
か
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
28

年
度
の
本
校
の
現
状
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

本
校
は
、
１
学
年
普
通
科
５
学
級
、
理

数
科
１
学
級
、
計
６
学
級
の
学
校
規
模
で

あ
り
、
生
徒
は
７
１
８
名
在
籍
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
校
は
文
部
科
学
省
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
と
し
て
昨
年
度
か

ら
２
期
目
に
入
り
新
た
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
か
ら
は
理

数
科
だ
け
で
は
な
く
普
通
科
に
も
事
業
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
春

の
卒
業
生
２
３
６
名
の
う
ち
、
75
人
が
国

公
立
大
学
に
合
格
し
ま
し
た
。
部
活
動
で

は
今
年
度
、
吹
奏
楽
部
が
高
文
連
上
川
支

部
大
会
で
最
優
秀
と
な
り
、
全
道
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
野
球
は
春
季
と

夏
季
に
上
川
支
部
大
会
で
優
勝
し
、
全
道

大
会
に
出
場
（
５
季
連
続
）
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
陸
上
部
の
女
子
が
円
盤
投
げ
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、
写
真
部
員
の

作
品
が
全
国
総
合
文
化
祭
に
出
品
さ
れ
る

な
ど
、
文
武
両
道
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

旭
川
西
高
校
は
こ
れ
か
ら
も
同
窓
の
皆

様
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
良
き
伝
統
を
受
け

継
ぎ
「
研
学
、
高
邁
、
潑
剌
」
の
校
訓
の

も
と
、「
社
会
に
自
ら
寄
与
で
き
る
人
の

育
成
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旭
川
西
高
校
同
窓
会
長

高
野　

正
夫

親
愛
な
る
旭
川

西
高
東
京
同
窓
会

の
皆
様　

第
35
回

同
窓
会
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
懐
か
し
の
上
野
不
忍
の
池
「
東

天
紅
」、
今
回
は
、「
椿
山
荘
」。
旭
川
に

居
ま
す
と
仲
々
行
け
な
い
所
で
開
催
す
る

東
京
の
皆
様
の
パ
ワ
ー
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。

帰
途
、
故
郷
も
離
れ
て
の
同
窓
会
、
修

学
旅
行
は
、
言
い
古
さ
れ
た
言
葉
な
が
ら
、

大
き
な
「
冥
途
の
土
産
」
を
頂
い
た
と
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。恩

師　

今　
　
　

裕

（
昭
和
57
年
４
月
～
平
成
18
年
３
月
）

平
成
11
年
３
月
、

２
度
目
の
「
春
高
バ

レ
ー
」
出
場
の
際
に

招
か
れ
て
選
手
共
々

盛
大
な
歓
迎
を
受

け
、
会
場
の
熱
気
溢
れ
る
光
景
に
圧
倒
さ

れ
「
伝
統
あ
る
西
高
」
を
東
京
の
地
で
実

感
し
ま
し
た
。
代
々
木
体
育
館
で
の
選
手

達
の
雄
姿
と
、
初
め
て
の
「
同
窓
会
」
は

今
も
鮮
明
に
蘇
り
ま
す
。
２
回
目
は
、
平

成
19
年
３
月
第
25
回
記
念
総
会
の
新
企
画

「
名
物
先
生
ご
招
待
」
で
招
か
れ
「
私
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
の
思
い
は
暫
く
続
い

た
が
「
光
栄
な
こ
と
」
と
受
け
止
め
ま
し

た
。
余
興
の
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
」
は
圧

巻
で
し
た
。
会
場
を
一
気
に
沸
騰
さ
せ
、

数
人
で
の
最
後
の
決
戦
は
ス
テ
ー
ジ
上
で

し
た
。
な
ん
と
そ
の
中
に
わ
た
し
も
い
ま

し
た
・
・
・
・
。
総
会
終
了
後
の
「
同
期
会
」

（
14
期
）
は
、
屋
形
船
で
の
隅
田
川
遊
覧
で
、

ま
た
格
別
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

本
校
も
開
校
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
開
催
日
は
現
在
の
処　

未
だ
詰
め
て

お
り
ま
せ
ん
が
平
成
29
年
９
月
中
旬
と
な

り
そ
う
で
す
。

学
校
の
先
生
方
が
主
導
と
な
り
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
同
窓
会
（
小
林
茂
副
会
長
と
私
）
が

協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
式
典
は
学
校

に
て
挙
行
し
、
同
日　

祝
賀
会
は
同
窓
会

交
流
会
と
併
合
し
て
行
い
ま
す
の
で
道
外

特
に
東
京
の
皆
様
に
は
多
く
の
出
席
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

春
が
早
く
来
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
四
月
椿
山
荘
へ
お
伺
い

い
た
し
、
沢
山
の
友
人
と
お
会
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

東
京
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
と
ご
家
族

の
、
ご
健
勝
ご
多
幸
を
こ
こ
ろ
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

恩
師　

高
橋　

昌
久

（
昭
和
28
年
４
月
～
昭
和
42
年
３
月
）

27
年
10
月
末
、

子
供
達
の
住
む
武
蔵

小
杉
に
来
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
は

上
野
で
の
東
京
同

窓
会
総
会
に
参
加
さ
せ
て
貰
い
、
懐
か
し

い
人
々
に
出
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
担
任
を
し
た
16
期
の
同
期
会
に
も
同

席
し
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

西
高
か
ら
、
芽
室
、
美
瑛
、
旭
川
凌
雲

と
移
り
ま
し
た
が
、
矢
張
り
新
任
の
西
高

で
の
日
々
は
、
心
の
中
に
深
く
大
き
く
存

在
す
る
思
い
出
で
す
。

昨
年
10
月
に
は
16
期
の
「
修
学
旅

行
」
に
も
合
流
さ
せ
て
貰
い
、
両
国
に
宿

泊
。
ち
ゃ
ん
こ
で
の
宴
会
や
「
は
と
バ
ス

ツ
ア
ー
」
で
東
京
タ
ワ
ー
や
浅
草
を
巡
り
、

隅
田
川
下
り
で
皇
居
、
銀
座
な
ど
を
眺
め
、

東
京
駅
で
何
度
も
別
れ
の
言
葉
を
交
わ
し

て
解
散
し
ま
し
た
。

第
35
回
西
高
東
京
同
窓
会
に
む
け
て

招
待
恩
師
か
ら
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神田川のほとり　目白台に建つ椿山荘
名曲「神田川」に乗って「寸劇の競演」を楽しむ

　今年で 35 回となるメモリアル総会は椿山荘で！　今も、昔と変わらず窓の下には神田川が流れています。
　この日一日は、心のタイムカプセルを「神田川」の音色と映像に包まれながら想い起こしましょう・・・。

　まだ雪が残る故郷の旭川から東京へ・・・。これから何かが始まる淡い期待と言い知れぬ不安感の中で、そ
れが都会生活の始まりでした。誰もが持つ大切で懐かしいあの頃の日々、少しほろ苦くとても愛おしい時でし
た・・・。　そして毎日は、何もなくてもただ楽しくかけがえのない時でした。
　その頃は夢舞台であったこの椿山荘で、その頃を想い起こしましょう！

「神田川」を演じる
イベントは全員参加の「神田川」の寸劇で各組の競演
です。演じるのは “ 横町の風呂屋から出たシーン ” と
“ 三畳一間のシーン ” などで、各組「神田川」合唱の中、
当時を彷彿とさせる熱演を期待しています。各組の競
演終了後、演技と合唱を公平ならびに厳正なる審査に
より最優秀組を表彰します。
※最優秀賞金のため受付時に一人 100 円を徴収させて
いただきます。

「タイムカプセル」を旭川西高在校生へ
　旭川西高 OG、OB から在校生
へメッセージを送りましょう。今
だから言えるひと言を・・・。
　メッセージカードは受付時にお
渡しします、カードの内容は自由
です。
　きっと在校生に勇気を与えるで
しょう…。
　カード投入されたタイムカプセ
ルは、校長先生にお渡しします。

神田川「神田上水」遺跡と椿山荘庭園散策
　　・４月８日㈯　午前 11 時　江戸川橋上集合
　　・地下鉄有楽町線「江戸川橋」下車≪１a 出口すぐ≫
　　・所用時間約 70 分
　春うららのなか、神田川ほとりを歩きます。
　神田川（江戸川橋上流）はサクラの名所。満開のサ
クラは過ぎていますが遅咲きの桜は見られます。散策
はまず下の左図の大洗堰のあった所を目指します。
　神田上水はいつできたか定かではありませんが神田
川下流の水戸藩上屋敷（現小石川後楽園）に上水が引
かれたのは寛永６年（（1629）という記録があるのでそ
れ以前にできたことになります。江戸の人口が増え始
めた寛永年間に上水道が必要となり、日本最古の都市
水道神田上水の大洗堰が設けられました。
　大洗堰で取水された上水は小石川の水戸藩上屋敷を
経て、水道橋下流の懸樋を通り、神田一帯や江戸城、
京橋、日本橋方面に給水されました。
　右下の図は歌川広重の『江戸名所百景』の 1 枚「せ
き口上水端はせを庵椿やま」です。安政 4 年（1857）
の丁度椿山荘の崖下の景色です。私たち一行はこの絵
の右下当たりから冠木門を通り、椿山荘の庭園へと入っ
てゆきます。椿と遅咲きの桜を愛でながら庭園を一周
し総会会場に向かいます。

◀目白下
　大洗堰

▼歌川広重・画

◀ 三畳間
▼ 風呂屋
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１
期　

伊
藤　

孝
子

私
は
昭
和
20
年
庁
立
女
学
校
入
学
、
そ

の
年
終
戦
。
そ
れ
か
ら
道
立
女
学
校
、
学

制
改
革
で
東
西
北
高
と
な
り
、
最
後
の
１

年
が
男
女
共
学
の
西
高
を
卒
業
致
し
ま
し

た
。
思
い
出
も
薄
ら
い
で
来
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
迄
は
男
女
席
を
同
じ
う
せ
ず
で

育
ち
ま
し
た
の
が
急
に
共
学
、
そ
れ
が
何

の
問
題
も
な
く
、
今
想
い
出
し
ま
す
に
男

性
は
数
学
、
英
語
の
レ
ベ
ル
が
私
達
よ
り

上
で
し
た
。
非
常
に
変
化
が
あ
っ
て
進
歩

的
な
学
舎
だ
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。

同
期
会
も
毎
年
開
催
さ
れ
て
居
り
ま
す

が
西
高
時
代
を
楽
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

４
期　

谷
口　

光
洋

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
４
月
に
、
旭

川
聖
園
中
学
校
か
ら
、
学
区
制
で
旭
西
髙

を
受
験
し
、
無
事
合
格
・
入
学
し
ま
し
た
。

当
時
、
旭
西
高
は
、
５
条
４
丁
目
、
現

在
の
成
田
山
眞
久
寺
の
道
路
を
挟
ん
で
向

か
い
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
や
、
聖
園
中

学
校
は
廃
校
と
な
り
、
旭
西
高
も
、
川
端

町
に
移
っ
て
し
ま
い
、
大
変
淋
し
い
思
い

を
し
て
居
り

ま
す
。

添
付
の
写

真
は
、
３
年

Ｅ
ク
ラ
ス
で
、

文
化
祭
の
時
、

神
武
天
皇
の

神
輿
を
作
っ

て
、
学
校
の
周

辺
か
ら
平
和

通
り
迄
、
担
ぎ

回
っ
た
時
の

旭
西
高
東
玄

関
前
で
の
記

念
写
真
で
す
。

在
学
中
の
想
い
出７

期　

白
石　

武
昌

１
９
５
７
年
に
卒
業
し
て
早
や
60
年
…

矢
張
り
部
活
。

私
は
生
物
部

だ
っ
た
。

１
年
時
は
焼

尻
島
、
２
年
時

は
屈
斜
路
湖
・

知
床
・
羅
臼
、

３
年
時
に
は
朱

鞠
内
湖
で
観
察
や
植
物
採
集
の
研
究
旅
行

に
行
き
、
恩
田
先
生
や
１
期
の
江
口
さ
ん

な
ど
か
ら
多
く
の
薫
陶
を
受
け
た
。
初
め

て
の
「
研
究
論
文
」
執
筆
。
こ
の
こ
と
が

ま
さ
か
そ
の
後
の
長
い
研
究
生
活
の
契
機

に
な
る
と
は
、
そ
の
時
は
知
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
３
年
時
に
は
請
わ
れ
て
生
徒
会

長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
思
え
ば
愉
し
い
時

間
で
あ
っ
た
。

９
期　

堀
田　

昌
伸

３
年
間
、
新
聞
部
員
で
青
春
を
謳
歌
し

た
。年

４
回
発
行
の
「
旭
川
西
高
新
聞
」
は

い
つ
も
締
切
日
に
追
わ
れ
、
徹
夜
で
の
編

集
も
多
々
あ
っ
た
。
当
時
、
創
立
50
周
年

記
念
式
典
に
巡
り
会
い
「
創
立
記
念
号
」

を
発
行
し
た
。
又
運
動
部
の
全
道
大
会
出

場
で
の
同
行
取
材
な
ど
懐
か
し
い
想
い
出

だ
。あ

の
狭
い
部
室
を
根
城
に
し
て
切
磋
琢

磨
し
た
仲
間
と
は
、
今
で
も
交
流
を
深
め

て
い
る
。

自
慢
話
を
ひ
と
つ
。
３
年
時
で
の
発
行

紙
は
、
道
新
主
催
「
全
道
高
校
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
２
位
に
入
賞
し
た
。
私
た
ち

が
力
を
あ
わ
せ
て
勝
ち
取
っ
た
勲
章
だ
。

三
年
春
秋

10
期　

森　
　

真
弓

高
校
３
年
間
は
人
生
最
良
・
至
福
の
時

だ
っ
た
よ
う
な
、
鬱
々
と
し
て
い
た
よ
う

な
・
・
・
季
節
で
す
。

授
業
時
間
は
い
つ
も
下
を
向
き
静
か
に

潜
行
し
つ
つ
も
先
生
の
癖
を
探
し
た
り
、

休
み
時
間
の
楽
し
さ
は
一
体
な
ん
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

い
ま
全
て
記
憶
の
彼
方
な
の
に　

あ
の

キ
ヤ
キ
ヤ
し
た
輝
き
空
気
は
、
確
か
に
胸

の
奥
に
あ
っ
て
嬉
し
い
。
来
年
想
像
も
で

き
な
か
っ
た
喜
寿
、
皆
で
集
ま
っ
て
思
い

出
話
が
し
た
い
。（
鬼
が
笑
う
か
？
）

「
三
年
春
秋
」
そ
し
て
今
想
う
こ
と
。

12
期　

田
島　

慎
二

70
余
年
の
馬
齢
を
重
ね
当
時
を
想
う
こ

と
。入

学
時
の
校
歌
…
高
邁
驕
ら
ず
。
わ
が

蘊
む
叡
智
・
・
・
。
試
験
後
の
マ
イ
ム
・

マ
イ
ム
。
夜
を
徹
し
て
の
行
灯
造
り
。
自

由
闊
達
な
文
化
祭
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
。

そ
し
て
そ
の
時
代
に
金
科
玉
条
を
尊
ぶ
な

か
、未
だ
に
誇
り
に
思
う
私
服
で
の
通
学
。

連
綿
と
し
て
、枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

つ
い
先
日
、
恩
師
平
田
鳥
閑
（
善
次

郎
）
先
生
と
悪
友
（
も
ち
ろ
ん
12
期
の
連

中
）
と
焼
き
肉
を
囲
み
、
当
時
流
行
っ
た

“
ダ
イ
ア
ナ
”
を
聞
き
な
が
ら
時
を
誤

り
、
あ
ま
り
永
く
な
い
将
来
を
語
り
、・・・

そ
し
て
次
回
の
再
会
を
確
か
め
あ
っ

た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
友14

期　

梅
原　
　

瀞

２
年
生
の
冬
（
12
月
１
日
）
不
慮
の
ス

キ
ー
事
故
で
尊
い
命
を
失
っ
た
岩
佐
昌
君

を
覚
え
て
い
ま
す
か
？　

大
会
前
日
の
早

朝
一
人
で
練
習
中
、
夜
中
か
ら
降
っ
た
雪

で
隠
れ
た
岩
に
激
突
し
た
た
め
で
し
た
。

亡
く
な
る
前
日
の
夕
方
、
彼
か
ら
家
に

遊
び
に
来
な
い
か
と
電
話
が
あ
り
、
彼
の

お
母
さ
ん
と
３
人
で
菓
子
を
頂
き
な
が
ら

楽
し
く
談
笑
し
た
の
が
、
彼
と
の
最
後
の

別
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
々
彼
の
い

た
家
の
前
を
通
る
時
、
人
な
つ
っ
こ
い
彼

の
笑
顔
が
思
い
出
さ
れ
る
。

15
期
生
と
し
て
入
学

15
期　

塩
尻　

伸
司

昭
和
37
年
に
入
学
し
た
こ
ろ
、
西
高
は

木
造
の
校
舎
で
し
た
。
冬
に
な
る
と
石
炭

ス
ト
ー
ブ
で
の
暖
房
で
し
た
が
午
後
に
な

る
と
石
炭
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
厳

寒
の
時
は
石
炭
の
追
加
は
あ
り
ま
し
た
が

普
段
は
な
い
の
で
寒
か
っ
た
も
の
で
す
。

学
校
祭
の
時

の
万
灯
行
列

が
終
わ
る
と

万
灯
を
解
体

し
普
通
廃
棄

し
ま
す
が
、
ク

ラ
ス
で
決
め

こ
れ
を
捨
て

ず
に
教
室
の

天
井
の
点
検

口
か
ら
天
井

裏
に
垂
木
等

の
木
材
を
仕

舞
い
込
み
冬

に
備
え
ま
し
た
。
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
も
今
と
な
っ
て
は

思
い
出
の
一
つ
で
す
。

亡
き
「
末
岡
」
氏
を
偲
ぶ

19
期　

高
桑　
　

親

高
校
３
年
生
の
、
夏
休
に
入
る
前
の
土

曜
日
の
放
課
後
の
こ
と
で
す
。
末
岡
氏
が

旭
川
駅
前
で
南
高
生
と
揉
め
て
い
る
と
西

高
の
仲
間
に
連
絡
が
入
り
、
学
校
に
残
っ

て
い
た
５
人
で
旭
川
駅
前
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。
駅
前
で
は
15
～
16
人
位
の
学
生
服

姿
の
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
て
、
末
岡
氏

が
啖
呵
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
道
北
バ
ス
が
駅
前
に
到
着
。

学
生
服
姿
の
南
高
生
が
続
々
と
下
車
し

て
、
周
り
は
修
学
旅
行
出
発
前
の
如
く
南

高
生
で
溢
れ
て
ま
し
た
。

駅
前
交
番
の
警
察
が
異
常
を
察
知
し
動

（西高生活思い出を語ろう）
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き
始
め
た
の
で
、
今
日
は
止
め
る
様
に
話

し
合
い
が
纏
ま
り
ま
し
た
。
私
は
興
奮
が

抑
え
き
れ
ず
友
達
の
所
へ
行
く
と
、
其
処

に
東
京
か
ら
漫
画
家
の
人
が
来
て
い
て
、

私
の
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
忘
れ
た
こ
ろ
友
達
か
ら
連
絡

が
入
り
、
東
京
の
漫
画
家
の
人
か
ら
私
の

話
が
「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」
に
連
載
が

決
ま
っ
た
旨
、
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

題
名
は
「
男
一
匹
ガ
キ
大
将
」。
私
は

大
変
驚
き
、
早
速
、
本
屋
へ
走
り
ま
し
た
。

三
年
春
秋

20
期　

荒　
　

富
夫

昭
和
42
年
４
月
８
日
、
新
入
生
で
入
学

式
に
参
列
し
た
。
そ
れ
か
ら
８
ケ
月
後
に

１
年
生
な
が
ら
大
胆
に
も
生
徒
会
長
に
立

候
補
し
て
い
た
。
そ
の
時
の
選
挙
公
約
が

「
ク
ラ
ブ
活
動
活
性
化
の
た
め
１
ケ
月
50

円
の
生
徒
会
費
値
上
げ
」
で
あ
っ
た
。
選

挙
公
約
に
は
馴
染
ま
な
い
無
謀
な
公
約
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
私
に
３
２
２
票
の

投
票
が
あ
っ
た
。（
投
票
総
数
１
５
１
６

票
、
う
ち
、
有
効
投
票
１
０
８
６
票
、

浅
川
和
幸
氏
７
６
４
票
）
こ
ん
な
私
に

３
２
１
名
の
皆
様
が
投
票
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

21
期　

村
田　
　

聡

高
校
時
代
の
思
い
出
と
い
え
ば
、部
活
。

授
業
中
は
寝
て
い
た
の
か
、
余
り
思
い
出

せ
な
い
。
47
年
も
前
の
こ
と
、
当
た
り
前

か
。

中
学
で
軟
式
テ
ニ
ス
を
し
て
い
た
の

で
、
そ
の
ま
ま
テ
ニ
ス
部
へ
。
し
か
し
、

テ
ニ
ス
エ
ル
ボ
ー
で
断
念
。
ス
キ
ー
部
に

転
部
。
理
科
大
出
の
バ
リ
バ
リ
の
森
浦
先

生
に
教
え
を
受
け
、
夏
は
石
狩
川
の
土
手

を
走
り
回
り
、
高
原
温
泉
で
合
宿
。
常
盤

公
園
で
の
柔
軟
中
の
突
然
の
落
ち
葉
に
、

秋
を
感
じ
。
サ
ン
バ
レ
ー
、
比
布
ス
キ
ー

場
で
の
ポ
ー
ル
練
習
。
北
の
峰
で
の
高
体

連
、
十
勝
岳
で
の
森
浦
杯
。

思
い
出
は
、
ス
キ
ー
部
だ
！

27
期　

富
塚　

真
樹
子

高
校
時
代
と
い
え
ば
毎
日
の
汽
車
通

学
。
田
舎
ゆ
え
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
間
に
汽

車
は
な
く
、
朝
６
時
半
前
に
は
家
を
出
る

生
活
で
し
た
。
同
じ
汽
車
通
仲
間
と
は
朝

は
宿
題
か
睡
眠
、
帰
り
は
お
し
ゃ
べ
り
３

年
間
ほ
ぼ
一
緒
で
し
た
。
夏
休
み
に
は
旅

行
に
も
行
き
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
ネ
ッ

ト
も
ス
マ
ホ
も
な
い
時
代
に
誰
が
調
べ
た

の
か
牧
場
や
お
寺
に
泊
ま
る
節
約
旅
行
。

観
光
し
た
覚
え
も
な
く
、
た
だ
た
だ
く
だ

ら
な
い
こ
と
で
笑
い
転
げ
て
い
た
気
が
し

ま
す
。

箸
が
転
が
っ
て
も
可
笑
し
い
年
頃
っ
て

本
当
に
あ
っ
た
の
で
す
。

三
年
春
秋

第
36
期　

西　
　

俊
輔

平
成
28
年
の
第
66
回
旭
川
同
窓
会
総
会

で
実
行
委
員
を
務
め
ま
し
た
西
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
節
は
ご
支
援
を
戴
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
し
て
も
う
30
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
の
自
分
と
西
高
生
だ
っ
た
当
時
と
で
中

身
は
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
皆
様
は
如
何
で
す
か
？　

決
し
て
華
や
か
と
は
言
え
な
い
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
地
味
な
高
校
生
活
で
し
た
が

（
笑
）、
今
振
り
返
れ
ば
、
二
度
と
戻
れ
な

い
貴
重
な
３
年
間
だ
っ
た
と
、
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。

「
西
高
生
の
今
」

生
徒
会
長
　
大
　
川
　
咲
　
来

周
辺
の
高
校
よ
り
も
ひ
と
き
わ
綺
麗
な

旭
川
西
高
校
。
こ
こ
が
北
海
道
と
思
え
な

い
ほ
ど
、
夏
も
冬
も
暖
か
い
こ
の
校
舎

で
、
私
た
ち
は
日
々
学
業
に
励
ん
で
い
ま

す｡

昨
年
、
文
部
科
学
省
よ
り
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
２
期
目
の
指

定
を
受
け
た
西
高
は
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
理
数
科
の
生
徒
だ
け
で
な
く
普

通
科
の
生
徒
も
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
に
参
加
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
学
校

指
定
科
目
と
し
て
、１
年
生
は
探
求
基
礎
、

２
年
生
は
課
題
探
求
が
、
私
た
ち
の
代
か

ら
普
通
科
に
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
探
求

活
動
を
通

し
て
私
た

ち
は
、
仮

説
を
立
て

て
検
証
し
、

結
果
か
ら

次
の
仮
説

を
立
て
る

と
い
う
、

21
世
紀
に

必
要
な
能

力
を
学
び

ま
す
。
特

に
２
年
生

の
課
題
探
求
で
は
、
自
分
た
ち
の
興
味
が

あ
る
分
野
の
な
か
で
班
を
構
成
し
探
求
す

る
の
で
、
班
員
み
ん
な
で
協
力
し
て
自
由

な
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
段
の
学
習
で
は
、
今
の
西
高
は
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
方
式
が
広
く
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
与
え
ら
れ
た
問
題
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
解
決
し
て
い

く
よ
う
な
学
習
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
式
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
を
伝

え
た
り
聞
い
た
り
す
る
力
や
意
見
を
ま
と

め
る
力
が
つ
き
、
従
来
の
講
義
型
授
業
と

上
手
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
私
た
ち

は
、
先
生
の
話
を
聞
く
時
間
と
自
由
に
意

見
交
流
を
す
る
時
間
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
、
よ
り
集
中
し
て
授
業
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

西
高
で
は
、
普
段
の
授
業
以
外
の
時
間

に
も
学
習
室
や
講
義
室
等
の
空
き
教
室
を

利
用
し
て
自
習
に
励
ん
で
い
る
生
徒
の
姿

が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
原
動

力
の
一
つ
に
は
、
以
前
の
卒
業
生
で
あ
る

先
輩
方
の
国
公
立
大
合
格
者
１
０
０
人
を

超
え
る
と
い
う
快
挙
が
あ
り
、
私
た
ち
は

そ
ん
な
先
輩
方
を
超
え
よ
う
と
勉
強
に
勤

し
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
学
習
面
だ
け
で
な
く
部
活
動

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
特
に
、

全
道
大
会
出
場
を
果
た
し
た
野
球
部
、「
水

の
ス
カ
ー
ト
」
と
い
う
作
品
で
全
国
最
優

秀
賞
を
取
っ
た
写
真
部
、
書
の
甲
子
園
と

も
呼
ば
れ
る
大
会
で
全
国
優
勝
を
果
た
し

た
書
道
部
が
、
そ
の
活
躍
と
と
も
に
有
名

に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
書
道
部
は
、
日

本
一
に
な
っ
た
こ
と
で
テ
レ
ビ
の
取
材
が

来
る
な
ど
、
そ
の
名
を
北
海
道
の
み
な
ら

ず
全
国
に
轟
か
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
目

覚
ま
し
い
成
果
を
多
く
挙
げ
る
西
高
で
す

が
、
ど
の
部
活
も
現
状
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
今
よ
り
も
高
み
を
目
指
し
て
日
々

精
進
し
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
西
高
で
貴
重
な
青
春
時
代
を

過
ご
せ
る
こ
と
を
、
と
て
も
幸
せ
に
思
い

ま
す
。
卒
業
し

て
、
い
つ
か
こ

の
学
校
の
思
い

出
話
を
す
る
時

が
楽
し
み
で

す
。西

高
最
高
！

わが三年春秋特
集
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母
校
訪
問
記
─
西
高
祭

18
期　

五
十
嵐　

裕

２
０
１
６
年
７
月
10
日
、
旭
川
西
高

等
学
校
の
「
第
67
回
西
高
祭
」
を
訪
問

し
ま
し
た
。

18
期
の
苅
田
さ
ん
か
ら
こ
の
日
に
西

高
祭
の
一
般
公
開
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
、
苅
田
さ
ん
、
大
西
さ
ん
と
共
に
、

移
転
後
の
新
校
舎
を
訪
問
し
ま
し
た
。

移
転
先
訪
問
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

こ
と
で
す
。
第
一
印
象
は
ず
い
ぶ
ん
立

派
な
設
備
を
備
え
た
綺
麗
な
校
舎
で
あ

る
こ
と
、
我
々
が
学
ん
で
い
た
と
き
の

校
舎
と

は
大
変

な
違
い

が
あ
る

こ
と
が

一
目
瞭

然
で
し

た
。
聞

け
ば
移

転
し
た

時
の
校

舎

を

近
年
、
建
て
直
し
て
間
も
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
今
の
生
徒
は
幸
せ
だ
な
と

や
や
羨
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
我
々
の

時
代
は
10
月
か
11
月
の
こ
ろ
に
文
化
祭

を
挙
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
何
故
、
こ

の
時
期
な
の
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
共

通
試
験
の
受
験
準
備
が
あ
る
た
め
、
今

は
ど
こ
の
高
校
も
こ
の
時
期
に
学
校
祭

を
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
グ

ル
ー
プ
別
の
展
示
を
見
て
回
る
と
、
昭

和
時
代
の
様
子
を
新
聞
の
切
り
抜
き
や

写
真
等
で
詳
し
く
表
現
し
て
い
る
、「
昭

和
の
世
界
」、
ヒ
ト
ラ
ー
が
率
い
た
ナ

チ
ス
ド
イ
ツ
の
出
現
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
虐

殺
、
敗
戦
ま
で
を
描
い
た
「
ナ
チ
ス

ド
イ
ツ
の
世
界
」、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
魚
類
の
生
態
に
与
え
る
悪
影

響
や
海
洋
の
環
境
問
題
を
説
い
た
「
こ

の
海
の
世
界
誰
の
も
の
？
」
等
々
、
な

つ
か
し
か
っ
た
り
、
問
題
を
よ
く
掘
り

下
げ
て
い

て
共
感
を

覚
え
た
り

で
、
真
面

目
な
取
り

組
み
に
感

心
し
ま
し

た
。
校
長

室
で
今
井

悟
校
長
先

生
に
最
近

の
西
高
の
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
文
化
系
、
体
育
系
の
部
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
現
在
は
90
％

以
上
の
生
徒
が
加
入
し
て
お
り
、
部
活

動
へ
熱
心
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
る

に
従
っ
て
、
大
学
へ
の
進
学
率
も
向
上

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
書
道
部

の
「
書
の
甲
子
園
」
で
の
優
勝
は
、
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
野
球
も
多
く

の
大
会
で
好
成
績
を
残
し
、
い
く
つ
も

の
優
勝
旗
が
校
長
室
に
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
甲
子
園
出
場
も
近
い
将
来
、
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
で
は
、
演
奏
、

演
劇
等
の
上
演
の
他
に
ダ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト
が
あ
り
、
見
物
に
行
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
と

激
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
、
世
代
の
違
い

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。

展
示
会
場
、
ス
テ
ー
ジ
、
模
擬
店
、

案
内
の
各
所
で
男
子
生
徒
よ
り
も
女
子

生
徒
の
溌
剌
と
し
た
活
躍
が
目
立
ち
ま

し
た
。「
１
億
総
活
躍
社
会
」
で
の
女

性
の
活
躍
を
先
取
り
し
て
い
る
と
も
思

い
ま
し
た
が
、
我
々
18
期
の
中
で
も
女

性
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
併
せ

る
と
こ
れ
は
我
が
西
高
の
伝
統
の
一
部

で
あ
る
こ
と
に
想
い
至
り
ま
し
た
。

第
４
回
鈴
蘭
塾
開
催
さ
れ
る

20
期　

荒
川　
　

繁
（
記
）

　

去
る
11
月
２
日
午
後
、
旭
川
西
高
の

講
堂
に
在
校
生
全
員
が
集
ま
り
、
12
期

吉
澤
靖
之
さ
ん
（
東
京
医
科
歯
科
大
学

長
）
を
講
師
に
招
き
第
４
回
鈴
蘭
塾
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
《
前
向
く
ヒ
ト
の
失
敗
は

そ
の
ヒ
ト
を
育
て
る
》

　

＝
私
は
失
敗
ば
か
り

　

何
故
、
今
学
長
か
＝　

と
言
う
演
題
で
、
吉
澤
学
長
は
、
ご
自

身
が
歩
ん
で
来
ら
れ
た
今
日
ま
で
の
人

生
を
、
出
身
地
で
あ
る
比
布
で
過
ご
し

た
小
中
時
代
、
そ
し
て
わ
れ
ら
母
校
西

高
時
代
、
東
京
で
の
浪
人
・
医
科
歯
科

大
学
時
代
・
勤
務
医
時
代
・
米
国
留
学
・

筑
波
・
そ
し
て
東
京
復
帰
ま
で
を
時
系

列
に
沿
っ
て
、
そ
の
時
折
の
ご
自
身
の

思
い
、
状
況
、
決
意
、
感
動
、
等
ス
ラ

イ
ド
を
使
用
し
な
が
ら
詳
し
く
お
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

吉
澤
学
長
の
生
き
ざ
ま
そ
の
も
の
を

生
徒
は
食
い
入
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。
続
い
て
医
科
歯
科
大
の
過
去
、

現
在
、
未
来
に
つ
い
て
紹
介
し
、
西
高

生
に
対
し
て
望
む
こ
と
と
し
て
、
人
間

性
・
教
養
・
感
性
・
基
礎
学
力
・
語
学
・

国
際
性
・
広
い
視
野
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
・
自
己
解
決
型
の
人
間
と
な
る
努
力
・

長
い
ス
パ
ン
と
積
極
思
考
な
ど
の
話
を

さ
れ
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
に
、
ご
自

身
の
モ
ッ
ト
ー

　「
己
を
知
れ
ば
邪
心
な
し
、

　
　
積
極
思
考
で
全
力
を
尽
く
す
」

と
い
う
お
は
な
し
で
在
校
生
の
未
来
に

エ
ー
ル
を
お
く
り
お
話
を
終
え
ら
れ
ま

し
た
。

〒070-0034
旭川市４条通７丁目つつじプラザビル地下１階
TEL&FAX 0166-21-4567
E-mail : rubber-s@beige.plala.or.jp

RUBBER SOUL master

Masaki Kubomura
久保村 正規
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旭
川
今
昔

14
期　

五
十
嵐　

章

〝
研
学
い
そ
し
む
殿
堂
あ
り

白
亜
醒
し　

堅
忍
揺
る
が
ず

高
邁
驕
ら
ず
～
三
年
春
秋
〟

最
初
は
な
ん
と
こ
む
ず
か
し
い
歌
詞

で
あ
る
こ
と
か
、
何
言
っ
て
い
る
か
わ

か
ら
ね
ー
よ
、
な
ど
と
思
っ
て
い
た
校

歌
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
な
ん
て
か
っ

こ
い
い
歌
詞
な
ん
だ
と
大
転
換
。
西
高

卒
業
生
の
多
く
の
人
が
こ
の
校
歌
を
今

で
も
す
き
だ
と
い
う
。
か
っ
て
街
の
中

心
部
、
５
条
４
丁
目
に
あ
っ
た
、
旭
川

西
高
が
川
端
町
に
移
転
し
て
か
ら
す
で

に
45
年
も
た
っ
て
は

い
る
が
、
そ
の
前
に

卒
業
し
た
私
に
と
っ

て
、
西
高
は
今
で
も

変
わ
ら
ず
５
条
４
丁

目
に
存
在
す
る
も
の

の
よ
う
に
思
え
て
わ

な
ら
な
い
。

現
在
、
西
高
の
跡
に
は
〝
旭
川
と
き

わ
市
民
ホ
ー
ル
〟
と
い
う
建
物
が
建
っ

て
い
る
。
研
修
室
、
趣
味
室
、
調
理
実

習
室
な
ど
を
備
え
、
絵
画
教
室
、
合
唱

練
習
、
各
種
会
議
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

市
民
団
体
に
と
っ
て
貴
重
な
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

か
っ
て
の
西
高

を
思
い
出
す
よ
す

が
と
し
て
は
、
大

き
な
マ
ン
シ
ョ
ン

に
な
っ
た
り
、
個

人
住
宅
に
な
っ
て

い
た
り
す
る
よ
り

は
ま
し
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
西
高
の
向
か
い
側
に

並
ん
で
い
た
大
休
寺
、
真
久
寺
な
ど
の

お
寺
さ
ん
は
健
在
だ
し
、
３
丁
目
寄
り

の
角
に
あ
っ
た
交
番
は
、
改
築
し
て
今

も
同
じ
場
所
で
に
ら
み
を
き
か
せ
て
い

る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

そ
し
て
ま
た
大
き
く
変
わ
っ
た
も

の
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
旭
川
駅
と
そ
の

周
辺
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平

成
23
年
11
月
に
新
築
な
っ
て
、
旭
川
駅

が
開
業
し
た
。
以
前
の
駅
よ
り
80
ｍ
程

後
退
し
て
駅
前
広
場
が
ず
い
分
広
く
な

り
、
夏
に
は
オ
ー
プ
ン
・
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
と
な
っ
て
賑
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
駅
に
直
結
し
て
巨
大
な
イ
オ

ン
Ｓ
Ｃ
が
オ
ー

プ
ン
。
ま
あ
そ

の
せ
い
で
と

言
っ
て
も
よ
い

と
思
う
が
、
昨

年
９
月
末
で
西

武
デ
パ
ー
ト
が

撤
退
、
道
北
地

区
に
デ
パ
ー
ト

が
１
軒
も
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
駅
の
裏
は
ご
存
知

の
と
お
り
忠
別
川
の
河
原
で
あ
る
が
、

東
方
向
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
た
保
線

区
な
ど
の
敷
地
は
〝
北
彩
都
地
区
〟
と

命
名
さ
れ
、
一
部
は
民
間
に
払
い
下
げ

ら
れ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
、
病
院

な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
か

な
り
の
部
分
は
公
園
と
な
っ
て
整
備
の

途
中
で
あ
る
。

中
小
地
方
都
市
が
か
か
え
る
多
く
の

問
題
を
、
旭
川
も
共
有
し
て
い
る
。
未

来
へ
の
心
配
は
尽
き
な
い
の
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
何
は
と
も
あ
れ
校
歌
に
も
あ

る
と
お
り
、
大
雪
や
十
勝
の
峰
の
雪
や
、

石
狩
や
忠
別
の
淀
の
鏡
や
、
広
く
広
く

は
て
し
な
い
空
、
な
ど
、
素
晴
ら
し
い

旭
川
の
自
然
ば
か
り
は
、
今
も
昔
も
変

わ
る
こ
と
な
く
私
達
を
癒
し
て
く
れ
る

の
だ
。

「
51
年
目
の
修
学
旅
行
」

16
期　

鈴
木　

雅
喜

２
０
１
２
年
９
月
に
北
海
道
在
住

組
と
本
州
在
住
組
の
16
期
同
期
会
が
層

雲
峡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

中
に
我
々
の
修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ
た

事
も
あ
り
西
高
卒
業
50
周
年
で
本
州
方

面
の
修
学
旅
行
を
企
画
し
た
い
と
言
う

話
が
出
ま
し
た
。

旭
川
で
は
中
塚
さ
ん
、
大
高
さ
ん
、

東
京
で
は
竹
澤
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
り

企
画
立
案
さ
れ
昨
年
の
10
月
23
日
か
ら

の
３
日
間
で
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
行
先
は
伊
豆
、
箱
根
、
富
士
五
湖

巡
り
と
、
最
終
日
、
東
京
は
何
十
年
ぶ

り
と
言
う
方
の
た
め
に
、
は
と
バ
ス
観

光
で
す
。

参
加
者
は
北
海
道
か
ら
23
名
、
道
外

か
ら
40
名
で
何
と
63
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。
恩
師
の
高
橋
昌
久
先
生
夫
妻

も
２
日
目
か
ら
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
日
目
は
12
時
30
分
に
羽
田
空
港

ロ
ビ
ー
で
集
合
し
旭
川
・
札
幌
・
女
満

別
、
長
崎
方
面
か
ら
懐
か
し
い
顔
や
卒

業
ア
ル
バ
ム
で
顔
を
確
認
す
る
人
で
大

忙
し
の
出
迎
え
と
な
り
ま
し
た
。

羽
田
空
港
か
ら
貸
し
切
り
バ
ス
に
乗

り
い
よ
い
よ
51
年
目
の
修
学
旅
行
の
出

発
で
す
。

バ
ス
の
後
部
は
サ
ロ
ン
座
席
に
な
っ

て
お
り
直
ぐ
に
懐
か
し
い
同
期
生
と
の

祝
杯
が
始
ま
り
ま
し
た
。

バ
ス
に
ト
イ
レ
設
備
が
無
い
為
、
海

老
名
Ｓ
Ａ
近
く
で
は
皆
さ
ん
冷
や
汗
も

の
で
し
た
。

熱
海
海
岸
経
由
で
夕
方
に
は
ホ
テ
ル

サ
ン
バ
レ
ー
伊
豆
長
岡
到
着
、
支
配
人

の
同
期
生
の
柴
田
さ
ん
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
早
速
、
各
部
屋
へ
別
れ
、

入
浴
後
お
待
ち
か
ね
の
大
宴
会
の
時
間

で
す
。

黙
祷
の
後
、
小
田
島
さ
ん
に
よ
る
乾

杯
で
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
同

級
生
や
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
の
懐
か
し
い

歓
談
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
後
、
校
歌
斉
唱
で
一
次
会
が

終
わ
り
、
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。

皆
さ
ん
マ
イ
ク
を
握
る
と
プ
ロ
並
み
の

歌
が
続
き
気
付
け
ば
も
う
24
時
。「
高

校
三
年
生
」
を
歌
い
散
会
で
す
。

第
２
日
目
は
箱
根
、
ガ
ラ
ス
の
森
美

術
館
、
本
栖
湖
、
忍
野
八
海
か
ら
河
口

湖
経
由
で
中
央
高
速
に
乗
り
一
路
今
晩

の
宿
泊
先
で
あ
る
「
両
国
第
一
ホ
テ
ル

東
京
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。

今
晩
は
ホ
テ
ル
の
近
く
の
ち
ゃ
ん
こ

料
理
店
「
江
戸
沢
」
で
す
。

恩
師
の
高
橋
先
生
夫
妻
は
こ
ち
ら
か

ら
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

此
方
の
会
場
に
は
何
と
58
名
が
参
加

し
多
少
す
し
詰
め
状
態
で
し
た
が
、
何

十
年
ぶ
り
に
会
う
級
友
で
笑
い
と
歓
談

が
続
き
大
盛
況
で
終
え
ま
し
た
。

二
次
会
は
喫
茶
店
組
と
カ
ラ
オ
ケ
組

に
分
か
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

最
終
日
は
、
東
京
都
内
見
物
で
高
橋

先
生
夫
妻
と
25
名
の
参
加
、
東
京
駅
丸

の
内
か
ら
出
発
、
皇
居
、
銀
座
、
と
周

り
東
京
タ
ワ
ー
で
は
展
望
台
ま
で
登
り

皆
さ
ん
高
校
生
時
代
に
遡
っ
て
い
ま
し

た
。我

々
、
今
年
70
歳
を
迎
え
ま
す
が
51

年
目
の
修
学
旅
行
を
経
験
し
感
慨
深
い

思
い
出
が
残
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

幹
事
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

 ５条４丁目旧校舎 いわき市民ホール

 現旭川駅舎
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花
　
惜
　
記

三
期
生　

大
内
秀
夫
（
画
も
）

も
う
二
度
と

逢
え
な
い
こ
と
は

　

わ
か
っ
て
い
て
も

花
散
る
道
で

　

ふ
と
立
ち
止
ま
る

あ
れ
は
、
東
京
の
旭
川
西
高

同
窓
会
が
発
足
し
て
間
も
な
い

頃
、
帰
り
道
が
一
緒
だ
っ
た
後

輩
の
Ｓ
君
が

「
先
輩
に
会
い
た
が
っ
て
い
る

後
輩
が
い
ま
す
」
と
誘
わ
れ
、

初
め
て
君
の
店
へ
寄
っ
た
。

傍
ら
を
流
れ
る
野
川
に
、
桜

の
花
び
ら
が
一
杯
だ
っ
た
か
ら

春
だ
っ
た
の
か
・
・
・
。

旭
川
西
高
時
代
、
女
子
バ

レ
ー
の
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
で

男
子
生
徒
の
マ
ド
ン
ナ
だ
っ
た

と
Ｓ
君
の
話
。
勿
論
ボ
ク
は
、

西
高
で
七
期
も
後
輩
の
マ
ド
ン

ナ
を
知
る
由
も
な
い
が
、
話
し

て
い
る
内
に
、
旭
川
で
君
の
お

父
さ
ん
と
子
ど
も
の
こ
ろ
の
ボ
ク
が
、

偶
然
逢
っ
て
い
た
事
を
知
り
、
び
っ
く

り
。そ

の
話
と
は
・
・
・

ボ
ク
は
幾
つ
だ
っ
た
の
か
。夕
餉
前
、

い
つ
も
の
よ
う
に
親
父
に
連
れ
ら
れ
銭

湯
へ
行
っ
た
。
四
条
六
丁
目
に
あ
っ
た

東
湯
。
浴
槽
の
壁
に
三
保
の
松
原
、
帆

掛
け
船
の
ペ
ン
キ
画
。
蛇
口
の
上
の
天

窓
か
ら
夕
日
が
差
し
込
む
。
ロ
ッ
カ
ー

は
ま
だ
無
く
脱
衣
場
は
竹
籠
。
湯
上
り

の
ボ
ク
は
走
り
廻
っ
て
竹
籠
を
ひ
っ
く

り
返
し
た
と
い
う
。
親
父
は
着
物
を
入

れ
直
し
、
猿
股
を
は
き
浴
衣
を
着
た
ら

ま
た
底
か
ら
猿
股
が
出
て
き
た
。

　

ア
レ
レ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
湯
上
り
の

隣
の
人
が
裸
で
籠
の
中
を
捜
し
て
い
る
。

親
父
は
隣
の
人
の
猿
股
を
は
い
て
し
ま

っ
た
の
だ
。
や
あ
や
あ
と
詫
び
て
、
は

い
て
い
た
猿
股
を
脱
い
で
返
す
と
、
そ

の
人
も
や
あ
や
あ
と
笑
い
な
が
ら
返
さ

れ
た
猿
股
を
は
い
て
帰
っ
た
と
い
う
。

鼻
下
に
美
髭
を
蓄
え
た
七
条
十
丁
目
に

あ
っ
た
消
防
署
の
人
と
親
父
は
話
し

て
い
た
。
番
台
の
姐
さ
ん
が
落
っ
こ
ち

そ
う
に
笑
っ
て
い
た
と
か
・
・
・
。

　

そ
れ
以
来
、
そ
の
人
は
ボ
ク
に
も
声

を
か
け
て
く
れ
、
そ
れ
が
君
の
お
父
さ

ん
だ
っ
た
と
は
・
・
・
。

女
家
族
で
お
父
さ
ん
大
好
き
だ
っ
た

と
い
う
君
。
ボ
ク
の
君
を
呼
ぶ
呼
び
方

が
、
旭
川
訛
り
の
お
父
さ
ん
を
想
い
出

す
、
と
嬉
し
が
ら
れ
、
以
来
、
友
に
は

ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
た
が
、
君
を
呼
び

捨
て
で
呼
ん
だ
。
し
か
し
ボ
ク
は
、
自

分
の
親
父
の
声
を
彼
女
ほ
ど
覚
え
て
い

な
い
の
に
愕
然
と
し
た
。

「
ま
、
い
い
か
」
が
口
癖
の
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
君
の
人
柄
は
、
西
高
の
同
窓

ば
か
り
で
は
な
く
、
生
ま
れ
も
育
ち
も

職
業
も
、
い
や
国
籍
さ
え
も
関
係
な
く
、

北
国
の
酒
、
家
庭
料
理
で
一
緒
に
な
っ

て
和
気
あ
い
あ
い
。
彼
女
手
造
り
の

〝
い
鮨
〟、〝
か
す
べ
〟
は
懐
か
し
く
絶

品
だ
っ
た
。

現
在
活
躍
の
西
高
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
楽

団
が
誕
生
し
た
の
も
、
こ
の
店
の
狭
い

カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
だ
っ
た
。

ま
た
、
客
同
士
が
チ
ー
ム
を
組
み
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
た
り
、  

Ｘ
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
忘
新
年
会
、

お
花
見
と
、ボ
ク
は
秘
か
に
〝
多

国
籍
の
会
〟
と
呼
ん
だ
。

そ
の
花
見
の
会
。
例
年
の
よ

う
に
最
後
に
み
ん
な
で
記
念
写

真
を
と
並
ん
だ
ら
、
離
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
君
が
す
う
っ
と
ボ
ク

の
隣
へ
来
て
、
め
ず
ら
し
く
ボ

ク
の
腕
に
腕
を
回
し
ほ
ほ
笑
ん

だ
。思

え
ば
、
あ
れ
が
別
れ
だ
っ

た
。君

が
、
病
で
急
逝
、
と
哀
惜

の
知
ら
せ
を
受
け
た
の
は
、
翌

年
の
春
ま
だ
浅
い
、
花
咲
く
前

だ
っ
た
。

も
う
お
父
さ
ん
と
、
あ
の
銭

　
　
湯
の
話
し
た
か
ィ
？

　
　
お
父
さ
ん
覚
え
て
い
た
か
ィ
？

最
後
に
も
う
一
度
呼
ば
せ
て
お
く

れ
、
君
の
大
好
き
だ
っ
た
お
父
さ
ん
の

旭
川
訛
り
の
呼
ぶ
声
で

ア
リ
ガ
ト
ネ
、
ミ
チ
コ
。

シ
タ
ラ
ネ
・
・
・

も
う
二
度
と

逢
え
な
い
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
て
も

・
・
・
・

第
34
回
総
会
を
顧
み
て

第
34
回
総
会
実
行
委
員
長

前
田　

彰
一
（
13
期
）

第
34
回
総
会
は
、

約
20
年
ぶ
り
に
上

野
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
３
４
０
余

名
が
集
い
、
桜
の

残
る
不
忍
池
を
眺
め
な
が
ら
春
宵
の

ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
西
高
通

信
」
で
は
、
桜
花
会
や
卒
業
1
、
2

期
生
の
諸
先
輩
Ｏ
Ｇ
も
寄
稿
、
東
京

に
来
た
頃
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
「
映
像

と
音
楽
で
語
る
青
春
の
思
い
出
」
と

し
て
、
参
加
者
の
高
校
生
活
を
思
い

出
す
、
数
々
の
懐
か
し
い
写
真
が
映

し
出
さ
れ
ま
し
た
。「
書
の
甲
子
園
」

と
い
わ
れ
る
「
第
24
回
国
際
高
校
生

選
抜
書
展
」
で
西
高
書
道
部
が
全
国

制
覇
す
る
と
い
う
快
挙
が
あ
り
、
個

人
の
部
で
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

井
上
遥
さ
ん
も
参
加
し
て
特
別
賞
の

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
旭

川
西
高
生
か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
ま
し
た
。
自
由
な
校
風
を
継

承
し
、
の
び
の
び
過
ご
す
現
役
の
高

校
生
の
映
像
は
圧
巻
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
母
校
と
の
絆
を
大
切
に
、
旭

川
西
高
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

西
高
通
信
に
寄
稿
・
広
告
協
賛
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ま
た
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
執
行
部
お
よ

び
実
行
委
員
会
の
皆
様
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

連
載
第
30
回
　
記
憶
の
中
の
旭
川

第35回東京同窓会総会

東京三九楽会14期一同
さ　く　ら

，


